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ALMA Cycle 10プロポーザル お疲れ様でした！



https://arxiv.org/abs/2301.10106v2

Green Bank Telescopeでprestellar core L1544に対し、HC3N, HC5N, HC7N, HC9Nの複数輝線をそれぞれ検出。
速度プロファイルの解析から、南側の領域に偏って分布
TMC-1等の他の星なしコア天体の観測結果とも⽐較し、carbon-chain chemistry activeと議論

https://arxiv.org/abs/2301.10106v2


⾚線：対称分布のモデル
⿊線：観測



C I richな領域
→炭素鎖分⼦の⽣成が進む

今回の天体
年齢若くCO形成前
or
UV/CRが強くCO破壊



Figure from Sakai & Yamamato (2013)



https://arxiv.org/abs/2301.02674v1

活動性の⾼いT Tauri星 DR Tauの分⼦輝線をNOEMAで観測 (0.5ʼʼ=100 au分解能)
12CO: 1200au 程度まで広がっており、エンベロープ, わずかに⾮軸対称性のあるアウトフロー, 渦状腕を検出

C18O, SO, DCO+, HCO+ → Kepler円盤, SOの⾮対称性は未検出の構造か降着流との相互作⽤を反映

https://arxiv.org/abs/2301.02674v1




速度で切り分け



Envelope & Outflows→











Class II段階でのlate infallの効果を調べるべく、
反射星雲内のClass II円盤のCO輝線分布をALMAアーカイブデータで調査

渦状腕やストリーマーのような構造を発⾒。 http://arxiv.org/abs/2301.02994v1

http://arxiv.org/abs/2301.02994v1


COでlarge scale構造が知られている天体



反射星雲近くにある天体

Streamer?




























